
東京歴史科学研究会 第53回大会・総会

会場：早稲田大学
※教室については調整中です。決定次第、ウェブサイト等でお知らせいたします。

2019年4月20日（土） ＜個別報告＞14:00～

★芹口 真結子
「宗派間対立における政治交渉―宗名論争を事例に」

★飛矢崎 貴規
「60年安保と戦争体験論の変奏―橋川文三にそくして」

★高田 雅士
「ポスト高度成長期における環境／開発をめぐる住民運動と歴史
意識―城南郷土史研究会を中心とする南山城地域の事例から」

2019年4月21日（日） ＜総会＞10:00～
＜委員会企画＞13:00～

◎委員会テーマ：
帝国意識の「外縁」―「平和」の虚構性とその亀裂―

★山口 公一「在朝日本人社会と神社」（仮）
★齋藤 一晴

「「過去の克服」と歴史対話―歴史教育に、いま何
が求められているのか―」（仮）

◆コメント 日高 智彦

東 京 歴 史 科 学 研 究 会
Tel/Fax：03-3949-3749
〒114-0023 東京都北区滝野川2-32-10-222（歴科協気付）
Web：http://www.torekiken.org/
e-mail：torekiken@gmail.com 
Twitter：@torekiken

QRコードをスマホで読み
込んでHPへ簡単アクセス！


